

（１）弾道ミサイル発射時の対応　(日本に飛来する可能性のある場合)
	









	○発射された方向，発射数等をメディアから情報収集を行う。
○定められた避難場所へ避難誘導を行う。

○外にいる場合には，校舎内へ避難誘導し，窓から離れた場所で身を守らせる。
【登下校中・在宅時の避難行動】

※登下校中は，児童生徒自身で判断し，避難行動をとる必要があることから，指導を徹底する。
※保護者・地域住民に登下校中・在宅時の避難行動について周知し，協力を依頼しておく。
【校外活動中の避難行動】

※登下校中の避難行動と同様の行動をとらせる。
※引率教員は，児童生徒の状況を学校へ連絡する。

○ミサイル通過の情報があった際，避難行動の解除を行う。
○必要に応じ，緊急メール等で通常登校，始業時間の繰り下げ等を知らせる。
○児童生徒のケアを行う。

○不審な物を発見した場合には，教員，警察，消防等へ連絡をするよう指導する


（２）弾道ミサイル落下時の対応　(日本の領土・領海に落下する可能性がある場合)
	
















	○臨時休業・授業打ち切りの判断
○落下可能性地域等をメディアから情報収集を行う。
○外にいる場合には，校舎内へ避難誘導し，窓から離れた場所で身を守らせる。

【登下校中・在宅時の避難行動】

※登下校中は，児童生徒自身で判断し，避難行動をとる必要があることから，指導を徹底する。

※保護者・地域住民に登下校中の避難行動について周知し，協力を依頼しておく。
【校外活動中の避難行動】

※登下校中の避難行動と同様の行動をとる。

※児童生徒の状況を学校へ連絡する。

○けが人の有無を確認。

○換気扇を止め，窓を閉め，目張りをして室内を密閉する。
○弾頭の種類に応じて被害の様相や対応が大きく異なるため，引き続き情報収集を行う。

○政府，自治体の指示の下，避難行動をとる。
○児童生徒の安否について緊急メール等で発信する(可能な場合)

○政府発表等の情報を基に，臨時休業の解除の判断を行う。


弾道ミサイル発射等に係る対応
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Jアラートによる情報伝達





ミサイル発射。ミサイル発射。ミサイルが発射された模様です。建物の中，又は地下に避難して下さい。(総務省消防庁)
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ミサイル通過。ミサイル通過。先程のミサイルは，●●地方から●●へ通過した模様です。不審な物を発見した場合には，決して近寄らず，直ちに警察や消防などに連絡して下さい。


(総務省消防庁)
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Jアラートによる情報伝達











避難行動


○直ちに建物の中，又は地下に避難する。　


○近くに建物等がない場合は，物陰に身を隠すか地面に伏せて頭部を守る。





避難行動


○近くにより頑丈な建物や地下があれば直ちに避難する。


○できるだけ窓から離れ，できれば窓のない部屋に移動する。





避難行動


○外にいる場合は，直ちに校舎内に避難する。　


○できるだけ窓から離れ，できれば窓のない部屋に移動する。





○ミサイル通過の情報があった際には，通常登校とする。





弾道ミサイル落下の可能性有り
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直ちに避難。直ちに避難。直ちに建物の中，又は地下に避難して下さい。ミサイルが落下する可能性があります。直ちに避難して下さい。


(総務省消防庁)
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Jアラートによる情報伝達





ミサイル落下。ミサイル落下。ミサイルが●●地方に落下した可能性があります。続報を伝達しますので，引き続き屋内に避難して下さい。


(総務省消防庁)
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在宅中





避難行動


○口と鼻をハンカチで覆いながら，密閉性の高い建物の中，又は風上に避難する。








避難行動


○換気扇を止め，窓を閉め，目張りをして室内を密閉する。





避難行動


〇外にいる場合は，口と鼻をハンカチで覆いながら，直ちに校舎内に避難する。
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続報として，屋内退避解除，又は，引き続き屋内退避，あるいは別地域への避難情報が伝達される。
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